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1. はじめに 

細胞の硬さ変化は生命の形成や機能獲得過程に大きな影響を与え，各種疾患や幹細胞との分化

状態との関連性が明らかになっている 1)．そのため生きた細胞での硬さ変化計測が求められてい

る．本発表では，時間発展するブリルアン振動を空間領域に転写することで高速な計測を実現し

た分散ヘテロダイン式ブリルアン分光法 2)を用い，細胞イメージングを行った結果を報告する．  

2. 実験方法 

分散ヘテロダイン式ブリルアン分光法の光学系 (Fig.1) を用いて試料のイメージングを行った．

試料は Tiフィルムに HeLa細胞を固定化した試料を用い，試料を自動ステージにより 4 µm 間隔で

動かすことでブリルアン周波数の三次元画像を取得した．  

3. 結果と考察 

固定化 HeLa 細胞のブリルアン画像を Fig.2 に示す．イメージング結果は Ti film 表面から高さ

200 nmにおける結果を示している．カラースケールはブリルアン周波数を表す．細胞の存在する

領域において 18 GHz程度のブリルアン周波数を有する領域が確認できる．また，細胞質と細胞核

との間にブリルアン周波数で 2.6 GHz 程度の差異があった．ここで，ブリルアン周波数は試料の

硬さと相関があるため，細胞質と細胞核の硬さの違いを示唆するデータである．よって，分散ヘ

テロダイン式ブリルアン分光法による細胞の力学イメージングが可能であることが示され，今後

は，生細胞の経時的な力学イメージングを試みる． 

     

Fig.1 Optical setup of dispersive heterodyne Brillouin microscopy. Fig.2 Brillouin image of Hela cells.             
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